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東南アジア諸国におけるパインアップル

の改良と技術交流の可能性について

=frJ=)く学L"I:学部教授渡辺正一博士より裾ilJIJ,lfrl某の別刷 〝東南7ジア諸国におけるパイ
ンア ップ′レの改Liと技術交流の可能性に関する研究〟を送って頂きよしたく)今後の神経

のパイン托某にも参考にすべき点が多いと)Ll.し､ますのて .これを3-小判こわたって掲

阻 ､たしてすこな㌢ゴ,托‖琶するに当っては ,渡辺博上の詐fT]'を得ましたが ,これを心よ

くJl,I,,/rL下さったことに対 し).,[くわ礼FllL_日ヂよす｡.

】 諸 言

1zl93年11月コロンブスの第2次探快

隊によって西印度諸島のガデループ島

で発,rlされたパイ./は ,その大衆的な

香味と,数カ月の航海にも耐える粕 -l■J

の強い貯蔵輸送性のために各地に伝描
し,16El用己の終 りには南北緯 度 300,

生合川としてLEi-blrL各地に拡がったパ

インは折 詰貯蔵技術の発見 (1795)に

より,加工原料としてITrT･認識せbjlる

に至ったが ,この動機を作った人が,
/､ワイのジ ョン･キ ッドウエルで､そ

の後の缶詰業の発展にT油にした人が

-ワイ/くイソ会社のJlrl設11てあるジェ

ームス_D.ド-ルであるoキ ッドウ

年平均温度20oCllLの酬 Tおよび_lTi,,･'鮎lHの各地 エルは1885年各地からパイン品挿/1,4J-1めて試作L

に定TT-･して地方LTLT.f侶 I生 じ,その問芽粂71.用 によ た結rJltスム-ス ･カイエソ抑(SmoothCayenne)

る新らしい栄養系/'J;てき,またヨーPyパにおけ を優良晶析と認めたが,/生見の串針山こほ限度/,/･あ
る温室附 での発達につれ種子禦始も行わ)して数十 ることを考え,友人のジ ョソ･-ノルスと缶詰製

種の品種がてきた｡ 造方法を研究 して成功し,1892年に工場を設立し



た｡パイソ工場の設立は既に1884年にフランス人

が シンガポールで始めたが,この工場は間もな

く,華僑に譲り渡され ,世界のパイン産業にはそ

れ程大きい貢献をしなかったQ

･､ワイにおけるパイン缶詰製造高の増加は世界

の注目をひき,各地に工場,JIJi設立された｡又第2

次世界大戦によるマラヤ,フィリピン,台湾のパ

イソ工場の壊滅や7メリカにおける-ワイ産ノミイ

/缶詰の民需減少は新しい地域での産業の発展を

促進した｡加工業の発展は加工原料として,スム

ースカイエソ種の世界的分布とその植栽企業を発

達せしめた｡ (第1図参照)

パインジュース缶詰は-ワイの-ワイパイソ会

社が1933年に始めて市販した｡-ワイでは同業組

合による缶詰製造統制によって会社別パイン果肉

製造量が制限されたが,この協定によって最も大

きい打撃を受ける会社は/くイソのみを製造する/､

ワイ/iイソ会社である｡そこで同社は窮境を打開

するために,かねて研究中のジュース缶詰を試販

したところ,これが成功した為に他の会社もこれ

にならい,製造が急激に増加し,果肉缶詰に次く･

製造高を示すに至った.但しジュースの製造は果

肉缶詰製造中の附帯事業として行われている｡

なお小規模ながら/くイソ工場で附随E伽こ副産物利

':-r:汁
lLJ 才.■】

アメリカ

用の意味をもって,蛋白質分解酵素ブロメリソ,

飼料/くイソブラソ,アルコール,クエン酸石灰な

どの製造が行われる場合があり,また小設臓のも

とに/くイソ糖果 ,乾果 ,ジャム,シラップ,パイ

ソ酒などの製造も行われる｡

パインは貯蔵輸送性に欠けるためと,缶詰加工

用として最適であるために缶詰原料として消費の

増加を来したが ,生活の向上と輸送方法の発達に

よって更に新しい 進路が見出されよう と してい

る｡生食パインの需要増大である｡

パインは熱帯および亜熱帯に生産せられ ,これ

を地域外で生食するためには長期間の輸送を行わ

ねばならない｡しかるにパインの成熟栗は貯蔵輸

送に耐えず ,未熟果は貯蔵による追熟が行われな

いため ,パイソ生巣の本来の味を熱帯 ,亜熱帯以

外の地帯で味うことは困難であった｡しかしなが

ら生活の向上による人類の欲望と,輸送方法の進

歩は漸くこれを可能ならしめる時が来た｡冷蔵輸

送 (10oC内外貯蔵) ,航空輸送によるパイソ成

熟菜の輸送は漸く本格化されようとし,また急速

冷凍技術の発達による冷凍ノミイソの食用にも今後

の大きい期待がもたれ ,パイン産業は更に大きく

発展せんとしている｡

第 1表 主要パイン生産国の果肉缶詰製造高 (ケース-45ポンド)
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江 世界におけるパイン種話の需給概要 語の製造高は第1表および第2表のようである｡

1. 生 産 アメリカは1961年に,1,406万ケースの果肉缶

1951年以来 .パイン果肉缶詰およびジュース缶 詰を生産しているが , この年-ワイ産が1,343万

(3)



第 2表 主要パイン生産国のジュース缶詰製造高 (ケース-29.25ポンド)

妄一言＼-､→ヱー空､1 1957 r 1958 】 1959 i 1960 I 1661

アメリカ
ノ＼ ワ イ

そ の 他

マラヤ (含シンガポール)

フ ィ リ ピ ン

オ ー ス トラ リ ア

メ キ シ コ

流 ,I:.i

線 計 (世 界)

ケースで ,世界生産高の50.8%を占めている｡-

ワイは過去において常にパイン産業界のリーダー

シ ップをとり,今後も重要な地歩を保つことは想

像に難 しくないが ,統計の示す如 く,すでに消費

の世界的増加に追随 して生産を伸ばすことが困難

で ,1955年以来は生産比率が漸減している｡これ

に反 し台湾 ,南アフリカ共和国などの旧生産地が

非常な増産を示す一方 ,アイボリー ･コース ト,

マルチニ ック,ケニヤ ,沖縄その他の第 2次大戦

後の新興国で ,急激な増加が認められる｡-ワイ

における生産の伸びなやみは労働賃金の上昇が原

因で ,これを補 うために極端な機械化を行ってい

るが ,なお困難を打開することができず ,ノ､ワイ

内の会社は他の労働賃金の低廉かつ豊富な地域-

の移動ないし進出を考慮 している｡台湾は戦後 ,

主要消費地である日本を失なったが ,完全な低賃

金制と国策に基づき,上質低廉なパイン缶詰を輸

出して ,新 しい市場を獲得しているが ,その他の

主なる国々は概ね母国の特恵措置によって ,他国

とCr)競争に優位を保ち生産の増加を来 していると

ころが多い｡なおキュー/ミにおける/くイソ缶詰の

生産はアメリカ-の輸出を目的に発達 したが ,堤

在はアメリカ-の輸入が許されず ,生産量は不明

である｡

パイン缶詰の製造は上記の国々のほかに ,中共

,七イロ-/,サラワク (マレーシ1･)などでも行

われ ,また生食用′くイソの栽培はブラジルその他

の熱帯 ,亜熱帯各地で行われ ,暖地におけるパイ

ンの栽培としてはアブレス群島 (ポル トガル領)

が有名である｡

(4)

東村のパイン

2. 貿 易

第2次世界戦争はパイン産業に大きい影響を及

ぼした｡すなわち-ワイのパイン産業は依然とし

てアメリカ本国に依存 しているが1942年から45年

に至る間はその60%がアメリカ政府の買上げとな

ったため ,一般市民への供給不足を来 し,-ワイ

以外のパイン缶詰業を刺戟した結果 ,キュー/(,

ポー ト.)コ,メキシコなどかr-)の 輸入が 増加し

た｡第 2次大戦により最も大きい被害を受けたの

はマラヤ ,フィリピンおよび台湾である｡マラヤ

,フィリピンの缶詰業は日本軍の進撃に√しり全く

破壊されたが ,マラヤ産不足の影響は南ア71)カ

共和国やケニヤの缶詰業を盛′Lにして,イ-iJ-1)ス

向け輸出を増加 し,フィリピン産/くイソ缶詰のア

メリカへの輸入途絶は-ワイ産のアメリカ政府買

上げと相俊って ,アメリカ近接国からの輸入を増

加 した0台湾のパイン産業は戦前主として日本本

土向け/くイソ缶詰生産地として発達 したか ,第2



第 3表 パイン果実缶詰輸出入状況 (1961年‥ケース-45ポンド)

次大観終期にアメリカ軍に工場が爆破され ,一時

生産が中止された｡終戦後 ,国民政府はパイン産

業の復興計画をたてるとともに,昭和21年から漸

次日本向け輸出を増加したが ,戦後琉球に/くイソ

産業がおこり,日本政府がこれに特恵措置を行な

い,琉球外の輸入品に対し,数量の割当を行なう

ようになり,輸出の増加が阻まれ ,これに代って

琉球産缶詰が大量輸入されるようになったO一方

台湾は生産技術の向上と人件費の低廉のた捌こ缶

詰製造上優位に立ち,ラ-ロツパおよびアメリカ

向け輸.lBにも成功した｡なお戦後アイボ1)一･コ

ースト,マルチニックにパイン缶詰業が勃興した

が,この製品は主として,フランス本国に輸出さ

れている｡1961年におけるFE産国と輸入国との関

係を示すと,第3表のようである｡アメリカは大

生産国であるとともに大消生tl国であって,生産の

一部を輸出し,同時に海外の他の生産地から輸入

するから,消費量は輸入量と,自国内の生産量か

ら輸出量を控除したし残りを合計した数量すなわ

ち1536万ケースとなっている｡

以上によって世界におけるパイソ果肉缶詰の生

産と消費の大要を察知することができるが ,これ

等の状況から考えると,パイソ産業が発展するた

めには ,その背後に恒久的な消費地を持つことが

第一条件で,この点から現在のパイン産業はアメ

リカ,イギリス連邦 ,日本およびヨーロッパが消

費の中心となって発展し,この中ヨーロッパ以外

においては生産の輸入を高関税ないしは行政措置

によって防止しており,ヨーロッパはフランスが

保護領からの輸入に重点をおいている外は ,一般

に自由貿易が行われている｡すなわち/くイソ産業

において真に自由競争が行われているところは ,

ヨーロッパのみで,この点西独 ,デソマーク,ス

ェ-デソなど-の輸出はパイン生産地の最も注目

するところである｡

以上は/くイソ果肉缶詰について述べたが ,ジュ

ース缶詰についても同様で更に上の傾向が大きく

,わが国は現在琉球以外からの輸入を許可してい

ない｡

共産国におけるパイン缶詰の生産と消費は現在

では問題にならないほど少量であるが ,ソ連およ

び中国の経済生長に伴い,亜熱帯および熱帯にお

ける共産諸国でのパイン産業の進展が期待せられ

る｡ (香川大学農学部 渡辺 正一)
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